
1999年4月に本格稼働を開始した世田谷区の「街づくり情報システム」は、建築関連行政を統合的に扱えるシステムとして、大きな注目
を集めていた。世田谷区ではこのほど、そのシステムの機能を完全に維持した形でのマイグレーションを遂行した。新システムでは
ES7000にプラスしてブレードサーバ　rE5000/BS320を採用し、冗長化を強化するとともに、負荷分散装置を導入することで、シス
テムの安定度も向上させた。今回の世田谷区役所の事例は、膨大なデータを扱うシステムのマイグレーションがどのような経緯で行わ
れたのか、また、その際に発生した問題点などについても知ることのできる案件となっている。

将来のシステム再構築を念頭に、現状維持を
最前提としたマイグレーションを遂行
「ES7000＋ブレードサーバ rE5000/BS320」
を導入し、より安定したサービス提供体制を実現
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プラットフォームの保守期限切れを契機に
膨大な情報を扱うシステムをマイグレーション
　東京都内屈指の人口と面積を持つ世田谷区では、建築関連の各種申請業
務などをスムーズに受け付けられるようにするため、1999年に「街づくり情
報システム」（通称：I D E S）を構築した。このシステムは「G I S
（Geographical Information System）」の地図情報の上に、関連の各部
署が所有する情報をレイヤーで重ね、必要な情報をすぐに参照できる仕組み
になっている。具体的には、システムにネットワーク接続されたどのクライア
ントからでも同様に、地図の画面をクリックするだけで、その場所に関する複
数の情報が取り出せる。
　システムのポイントは、地図エンジンの「Map Quest」とデータベースの
「Oracle®」を上手に連携させたところにある。膨大な情報量を扱うシステム
の中枢はユニシスのES7000が担い、システム開発には「.NET Framework」
が用いられた。基盤にマイクロソフトの「.NETテクノロジー」を採用した大規
模な事例としては、もっとも初期のものの一つである。
　IDESが構築されるまでは、申請者は、仮に1つの案件についてであっても、
複数の部署の窓口を訪れなくてはならなかった。例えば道路と建設とでは法
制が異なり、担当部署も異なるためだ。申請者サイドのみならず、職員サイド
にとってもスムーズな流れとは言い難かったのだが、それを、地図という共通
属性をベースに各部署の情報を階層的に集約し、提供できるようにしたのが
IDESだった。当時、画期的なシステムとして紹介され、今でも問い合わせはあ
るという。
　世田谷区都市整備部 都市計画課 計画調整担当 係長の圓福崇（えんぷく
・たかし）氏は、「世田谷の場合には、都市計画に関連する様々な情報と伴に、
区の管理する道路の延長だけでも1078kmもあり、それらの情報提供等もこ
のシステムで運営しているわけです。今ではもう、都市整備領域ではなくては
ならないというほどに頼り切っている状況です」と語る。
　そしてこのほど、世田谷区では、区の行政にとっては必須のツールとなって
いるこのシステムのマイグレーションを行った。今回のマイグレーションは、
各種ソフトウェアのバージョンアップへの対応とハードウェアの強化を中心
としたストレートコンバージョンが主眼である。
　同都市整備部 都市計画課 計画調整 主事の羯磨正人（かつま・まさと）氏
によれば、今回のマイグレーションは、「ハードウエア、OSやアプリケーション
の保守の期限が切れかかっていたというのが、一番の契機でした。システムの
経年数からすれば、完全に再構築という考え方もあったろうかと思いますが、
今回は予算や期間等の問題もあり、必要最低限で、現状のシステムが満足に
動くことを最前提としたマイグレーションになりました」とのことだ。

サーバ機能の完全分散化を図り
冗長性を強化・安心度を向上
　システムのマイグレーション計画が動き出したのは、2005年度の段階に
遡る。各プラットフォームの保守期限が迫り、日本ユニシス側から新システム
に関する提案を受けた世田谷区では、翌2006年度には第三者機関にシステ
ム評価を依頼するなど、今後のシステムのあり方についての検討を開始。予
算をはじめとする様々な要件を十分に検討した結果、2007年度には、4～5
年後の再構築を念頭に置きながら、今回は現状を維持した形でのマイグレー
ションにすることを決定した。
　その後、機器の選定、システム構築、実機導入、テスト・評価の段階を経て、
2008年3月3日、新システムは本格的な稼働を開始した。
　今回のマイグレーションは基盤の刷新が基本であるとはいうものの、重要
な変更点もいくつかある。その第一点は、ブレードサーバrE5000/BS320の
採用である。
　旧システムでは、それぞれにクラスタ分割した2台（パーティション1＆パー
ティション2）のES7000の内、パーティション1には、建築系システムのIDES
が、パーティション2にはそのテスト系に加え、防災システムや住居表示シス
テムなどが収められていた。要するに、パーティション2の1筐体内には、Web
サーバ、管理サーバ、データベースサーバなどが混在する状況だったというこ
とだ。これを、新システムではパーティション1の中にすべてを入れて、パーテ
ィション2の方は完全にホットスタンバイという形に更改している。
　「旧システムの場合、容量的な制限などからやむなく、テスト系のパーティ
ション2と一緒に、防災や住居表示のシステムを入れていたのですけど、今回
はそれらのすべてをパーティション1に入れて、パーティション2をホットスタ
ンバイにしました。また、ブレードサーバ rE5000/BS320を使うことで、統
合型というよりは、サーバ機能ごとの物理的配置を分割する、いわば分散型
にしたのです。これ
により、冗長性がよ
り完璧となり、高い
安全性が確保でき
るようになりました」
（羯磨氏）　また、負
荷分散装置の導入
も重要な変更点だ。
旧システムでは、な
にかしらの負荷がネ
ットワークにかかっ
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